
『
二
人
の
名
優
』

村
吉
右
衛
門
の
一
人
娘
が
八
代
目
幸
四
郎
に
嫁

ぎ
、
二
人
の
男
子
に
恵
ま
れ
た
。
兄
は
九
代
目

と
な
り
、
名
門
高こ

う
ら
い
や

麗
屋
の
芸
を
引
き
継
ぐ
。
代

表
作
「
勧
進
帳
」
の
弁
慶
を
は
じ
め
、
数
多
く

の
舞
台
に
立
つ
。
文
化
功
労
者
に
も
輝
き
、
歌

舞
伎
界
の
重
鎮
と
な
っ
て
い
る
。

　
活
躍
の
場
は
歌
舞
伎
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
華

麗
で
多
才
。
若
く
し
て
ス
タ
ー
に
な
る
。
自
ら

作
詞
作
曲
し
た
歌
声
が
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
役
を
演
ず
る
。「
ア
マ

デ
ウ
ス
」
で
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
嫉
妬
す
る

屈
折
し
た
宮
廷
音
楽
家
を
こ
な
す
。

　

最
大
の
当
た
り
役
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ラ
・

マ
ン
チ
ャ
の
男
」。
歌
舞
伎
で
鍛
え
た
演
技
は

安
定
し
、
独
特
の
間
合
い
と
緩
急
の
リ
ズ
ム
感

が
あ
る
。
舞
台
の
上
で
ど
こ
ま
で
歌
え
る
か
心

配
さ
れ
て
い
た
が
、
ハ
リ
の
あ
る
バ
リ
ト
ン
で

高
ら
か
に
歌
い
あ
げ
る
。
初
演
か
ら
47
年
、
公

演
は
１
２
０
０
回
を
超
え
る
。

　

楽
に
現
実
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
い
、
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
夢
と
狂
気
を
見
事
に
演
ず
る
。

「
一
番
憎
む
べ
き
狂
気
と
は
、
あ
る
が
ま
ま
の

人
生
に
折
り
合
い
を
つ
け
て
、
あ
る
べ
き
姿
の

た
め
に
戦
わ
な
い
こ
と
だ
」
の
台
詞
に
力
が
こ

も
る
。
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
果
敢
に
挑
む
幸
四

郎
は
、
こ
の
中
に
自
分
の
演
劇
人
生
を
重
ね
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
弟
は
祖
父
、
初
代
吉
右
衛
門
の
養
子
に
な
る
。

初
代
は
稀
に
み
る
名
優
だ
っ
た
。
22
才
の
若
さ

　
今
年
も
年
の
瀬
を
迎
え
た
。
10
月
23
日
に
待

望
の
文
化
交
流
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
式
典
の

後
、
大
谷
康
子
さ
ん
の
軽
や
か
で
浮
き
立
つ
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
に
沸
い
た
。
一
週
間
後
に
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
の
演
奏
が
あ
っ
た
。
指
揮
者
は
「
炎
の
マ
エ

ス
ト
ロ
」、
い
わ
き
市
出
身
の
小
林
研
一
郎
さ

ん
。
ピ
ア
ノ
選
定
に
力
添
え
頂
い
た
仲
道
郁
代

さ
ん
と
の
共
演
。
強
い
音
を
柔
ら
か
く
包
む
。

静
か
な
音
は
、
す
っ
と
染
み
込
む
。
満
席
の
ホ

ー
ル
か
ら
“
ブ
ラ
ボ
ー
”
の
声
と
鳴
り
止
ま
ぬ

拍
手
。
心
地
よ
い
世
界
に
酔
っ
た
。

　
「
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
音
響
、
舞
台
と
客

席
の
一
体
感
、
落
ち
着
い
た
空
間
、
素
晴
ら

し
い
劇
場
で
す
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い

た
。
白
河
の
文
化
芸
術
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
よ

う
、
音
楽
・
演
劇
を
は
じ
め
、
能
・
文
楽
・
歌

舞
伎
の
伝
統
芸
能
も
企
画
し
て
い
き
た
い
。　

　
さ
て
、
国
立
劇
場
は
開
場
50
周
年
を
迎
え
た
。

こ
れ
を
記
念
し
、
赤
穂
浪
士
の
仇
討
ち
を
題
材

に
し
た
歌
舞
伎
の
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
が
長

期
で
上
演
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
松
本
幸
四
郎

と
中
村
吉
右
衛
門
が
共
演
し
て
い
る
。

　
幸
四
郎
と
吉
右
衛
門
は
実
の
兄
弟
。
初
代
中

で
二
代
目
を
継
い
だ
吉
右
衛
門
は
、
重
圧
に
押

し
潰
さ
れ
そ
う
に
な
る
。
当
時
、
華
が
な
い
、

不
器
用
と
い
わ
れ
た
。
ぐ
っ
と
こ
ら
え
歌
舞
伎

に
専
念
し
た
。
伝
統
の
型
を
身
に
付
け
、
芸
の

本
質
に
迫
ろ
う
と
、
血
の
に
じ
む
努
力
を
続

け
る
。
道
が
で
き
る
。
重
厚
な
所
作
と
豊
か
な

口こ
う
せ
き跡
で
、
人
間
の
悲
哀
、
忍
従
、
葛
藤
を
表
現

す
る
。
深
い
内
面
性
と
陰
影
の
あ
る
芸
は
、
観

客
を
陶
酔
に
誘
う
。
襲
名
か
ら
50
年
、
今
や
古

典
歌
舞
伎
の
最
高
峰
に
立
つ
。
人
間
国
宝
に
も

な
り
、
初
代
を
超
え
た
と
評
さ
れ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
顔
は
「
鬼
平
犯
科
帳
」。
吉

右
衛
門
の
長
谷
川
平
蔵
は
実
に
魅
力
的
。
も
つ

れ
た
糸
の
よ
う
な
社
会
の
複
雑
さ
、
善
悪
で
割

り
切
れ
な
い
人
間
の
不
思
議
さ
を
思
う
。「
人
は

妙
な
も
の　
善
い
事
を
し
つ
つ
悪
事
を
働
く　

人
の
本
音
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
、
し

み
じ
み
語
る
シ
ー
ン
は
胸
に
し
み
る
。
名
優
の

芸
は
原
作
を
超
え
て
い
る
。

　
平
成
に
始
ま
っ
た
本
格
時
代
劇
は
、
１
５
０

本
目
と
な
る
今
回
で
終
わ
る
。
原
作
も
尽
き
、

き
び
き
び
し
た
立
ち
回
り
も
難
し
く
な
っ
た
。

こ
の
辺
が
潮
時
と
心
得
た
よ
う
だ
。
密
偵
お
ま

さ
役
の
梶
芽
衣
子
が
平
蔵
に
酌
を
し
な
が
ら
、

ぽ
ろ
ぽ
ろ
泣
い
た
と
い
う
。
寂
し
い
限
り
だ
。

　
仏
文
学
を
学
ん
だ
吉
右
衛
門
は
、
母
校
の
卒

業
式
で
祝
辞
を
述
べ
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
遺

し
た
「
生
き
た　
書
い
た　
愛
し
た
」
を
引
用

し
、
自
分
の
役
割
を
懸
命
に
果
た
す
よ
う
熱
く

説
い
た
。
自
分
の
人
生
を
重
ね
る
よ
う
に
。
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市長の手控え帖


